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同意依頼





Yes





建築主事等による確認審査








建築主事等受付　


事前審査・指導








判定結果通知





【建築主事等】


○　願書第1面の建築主事等処理欄に受付日を記入。


○　「確認審査等に関する指針」に基づき厳格に審査を実施。


○　審査の結果、訂正がある場合は、図書等の差し替えで対応、訂正は不可。


○　事前審査が完了したときは、願書の建築主事等処理欄に完了日を記載。


○　事前審査済印を押印の上、審査図書を返却する。


○　本申請では、返却したものを副本とし、そのコピーを正本、消防控え及び構造判定機関控えとしてもらう。





建築確認事前審査願





建築主事同意受取り





【設計者】


○　建築確認事前審査願書


（添付書類）・　確認申請書一式（改正法令の図書すべて）





事前審査完了





構造計算適合性判定


（一定規模以上のもの）





事務処理等留意事項





確認済証の交付





修正による図面等の差し替え








同意





No





不同意





適合しない旨の通知





【建築主】


○　確認申請書の様式１部、消防機関の控え1部　計２部


○　ただし、申請者の希望により正・副全部（最大４部）を提出することも可能。





建築確認申請書


（建築主）





消防本部同意審査





建築確認申請書受付





建築確認事前審査制度の基本事務処理フローと留意事項





まちづくり推進条例事前相談・協議が完了したもの





事前審査


（設計者判断）











工事着手





【確認申請受付時】


○　「確認審査等に関する指針」及び「確認申請チェックリスト」に基づき受け付け時チェックを行い、受付可と判断したもののみを受付ける。


○　申請書を受付け、申請手数料（構造判定が必要な場合は判定料を含む。）を徴収する。


○　構造判定が必要な場合は、（仮）構造計算適合性判定事前通知書を記載するよう設計者に依頼。（依頼方法、依頼書の様式については検討中）


【確認審査時】


○　事前審査を受けたものについては、確認審査を簡略化するよう努める。


○　受付後に現場調査を実施する。


○　構造計算適合性判定には、最長でも受付から１４日以内に到達するように審査を行う。











判断





適合





不適合





新制度部分





法改正部分





構造適合判定依頼


（対象物件のみ）





※　留意事項


１．確認審査に必要な事項以外のものは添付・記入しない。


　　（まちづくり推進条例による緑地などの不要なものはつけないこと。）





２．訂正は、即不適合となるので本申請受付時に図面がクローズする。





３．建築基準法施行規則第１条の３の改正により添付図書が増えているので漏れ落ちがないように必ず添付すること。





４．消防において不同意のもの及び構造計算適合性判定によって、不適合の判定結果を受けたものについては、ほぼ自動的に建築主事においても不適合の通知をする。





５．確認申請において適合しない旨の通知又は適合するか判断できない旨の通知を受けた場合は、一から確認申請をやり直すこととなり、手数料もその都度、必要となる。





※設計者の判断で不要と判断した場合。





※建築主事が事前審査を拒絶する場合。





確認申請やり直し








